
 

 

 

 令和 5年１０月  陽西中学校 

朝夕と昼間の寒暖差が大きくなってきました。皆さん，体調はいかがですか？図書館にい

ると，毎日どこからか合唱が聞こえてきます。心身ともに疲れやすい時期です。体調の変化

に気を付けて過ごしましょうね！ 

 

 

 

 

皆さんの投票の結果，下記の 3作品が優秀賞に選ばれました！後日，「しおり」と賞状をお渡しします。 
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開館時間８時４０分～１６時２０分（１０分休み・業間・昼休みも利用できます） 

・１０/１０（火），１１（水）    秋休みのため「閉館」 

・１０/１９（木）           文化祭，合唱コンクールのため終日「閉館」 

 

 

 今年度も登録してくださった保護者の皆様のおかげで，９/１１（月）・１３（水）の2日間，図書館ボランティアを実

施することができました。新刊図書の受入や本の保護シートをかける作業等をしてくださいました。その結果，新刊

図書の受入が完了し順次配架することができました。本当にありがとうございました！生徒の皆さんも，ぜひ図書館

に足を運んでくださいね！ 

 

結果発表！！ 
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１０月の開館カレンダー 

皆さん仕事が早いです！！ 

https://www.irasutoya.com/2013/09/blog-post_9812.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

 

 

地域学校園 

●今月のテーマ「魔法・魔術」● 

『十年屋』 廣嶋玲子：著 

静山社 

捨てられないもの・捨てたくない

ものを 10 年間魔法で預かる

「十年屋」。その対価は寿命１年

分なのだが・・・。マスターのお店

に預けたいものはありますか？ 

『アブダラと空飛ぶ絨毯-ハウルの城

２』ダイアナ・ウィン・ジョーンズ：著 

徳間書店 

『ハウルの動く城』の第 2弾の作品。

絨毯商人のアブダラが恋した姫が連

れ去られた。姫を連れ戻す事が出来

るのか？ハウルやソフィーも登場しま

す！読んでみてください。 

『魔法使い百科』 ティム・ディド

プロス：著  原書房 

この本は，魔法使いと魔法の世

界について詳しく紹介するととも

に，フィクションと歴史上有名だ

った魔法使いについても紹介し

てくれます。現実か仮想か分から

なくなるかも。 

『幻の動物とその生息地』Ｊ．Ｋ．ロー

リング：著 静山社 

この本は，ホグワーツ魔法魔術学校

の指定教科書。魔法動物学者のニュ

ート・スキャマンダー先生の長年の研

究によって書かれた 1 冊です。魔法

界では，各家庭に 1冊はあるという必

読書です。ご覧ください。 

読書感想画中央コンクールの指定図書が入りました！ 

『手で見るぼくの 

世界は』 樫崎茜：作 

 佑
たすく

は，視覚支援学校に 

通う中学１年生。小学校 

の時から仲の良かった双葉は，

ある事件がきっかけで外に出る

ことが出来なくなっていた・・・。 

『母の国，父の国』  
小手鞠るい：著 
エミリの母の国は，日本。 

父の国は，ドミニカ。肌の 

色の違い，どこにいても目立つ存

在のエミリは，壮絶ないじめや裏

切りにあう。絶望の果てに，エミ

リがたどり着いた場所とは？ 

『シタマチ・レイクサイド・ロー

ド』 濱野京子：作 
 高校２年生の希和子は，文 

芸部に所属しているが，文才 

がないと思っている。新入生 

が入部し，部活の雰囲気は一転。

悶々とする希和子の前に現れたの

は，妹の元カレの朔だった・・・。 

『パップという名の犬』 
 ジル・ルイス：作 
 パップは子犬の時に大好きな 

少年と引き離され捨てられた。 

途方に暮れていたパップを助 

けてくれたのは，同じような境遇にあ

った犬たちだった。仲間の裏切り，人

間との出会い。様々な困難を乗り越え

てパップは再び少年と出会えるの

か？動物好きの人に，おすすめです！ 

 

『ラスト・チェリー・ブロッサム

-わたしのヒロシマ』 
キャサリン・バーキンショー：著 

この本は，日系アメリカ人の 

著者が母親の被爆体験を元 

に書いた小説で，アメリカで出版され

た本です。普通の１日を送るはずだっ

た「ユリコ」の日常は，１発の原子爆弾

ですべて消えてしまいました。読み終わ

るとタイトルの重みを感じます。 

応募要項を知りたい人

は，美術の岡本先生・司

書の松枝に聞いてね。 


